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   1） On 659 cases of lithureteria seen in urology departments of 52 main hospltals in all

J4pan， statistical observation was made on’ the ellfect of TTFD pro；noting discharge of the calculi．

   2） Upon such 4 rnajor factors as drug administration， sex， location of the calculi and

size of calculi， variance analysis was perforuned coneerning nurnber of days required for

drainage of calculus and tranSition of calculus． All of 4 factors were highly significant．

   3） The results of x2－test on the number otf days from the initial colic pain to discharge

of calculus showed that the dranage is prornotetl in TTFD injected gronp compared t6 controls

with ，significac nt difference in the cases with the calculi located in the lower一 part of the ureter・

   4） The results of Z2－tesl on the number of days fro皿clinical confirmation of presence

of calculus to dranage of calculus showed that the dis．charge is promoted in TTFD injected

gronp with significant difference in the cases ’ 盾?calculi located in the middle part of the

ureter’@among those dranged thern within a rmonth and in upper and middle parts of the

ureter among those discharged thern within two皿Qnth＄． respectively、

   5） The results of x2－test on the number of days froM the initial colic pain to discharge

of calculus showed that the discharge is promoted in TTFD injected group compared to the

coptrols with significant difference in cases with the size of calculi 5一一10 mrn x O．5rnm arnong

those discharged thern ．within 2 months．

   6） The results of sarne x2－test on the number of days from the confirmation of presence

to discharge of calculus showed that the discharge is promoted not only in TTFD injected

group but also in TTFD orally administered group than controls with significance．

   7） The results of the cumulative discharge rate pursueing’the days required for discharge

indicated that the drainage is especially accelerated in ’1）TFD injected group． The rate was

higher in the male group than in the fema． le when it was caleulated from the time of initial

colic pain． The curnulative discharge rates by location and size of the calculus showed better

effectiveness of the drug in the groups of ’middle part of the ureter and small calculi， res－

pectively．
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  8） Based on the results of analysis， it was concluded that the use of TTFD， especially

injection of it， is capable of promoting the discharge of ureteral’ calculi in comparison with

non－administered controls．

       は じ め に

 尿管運動につbてのTTFDの効果には，諸
家の多くの研究があり，特に疇動を誘発するこ

と，蠕動を充進させることに関して略一致した

成績がえられている1～6）．さらに，TTFDの静

注によってその直後，尿管の平滑筋は弛緩し，

ついで緩徐な蠕動波の増強が起る．従って，こ

の弛緩と緊張の交互出現が結石の下降に好影響

をおよぼす可能性も報告されている7》．なおこ

れらの作用はTTFD注に含まれているブドウ
糖による作用でないことが確認されている．

 一方，結石の自然排出について南ら8）は1．0×

0．6cm以下の中等度の温き’さのものでは6ヵ月

以内．に78．6％，0．5×O．5cm以下の小さなもの

では，3カ月以内に87．6％が自然排出すること

を認めている．また伊藤ら3）によれば，無治療

または薬物療法により，結石の排出したものは

49．6％であったと報ぜられ，さらに前川ら9）に

騨糊1に対瓢 募環罪激使用成績調査表

よれば0．5×0．5cm以下の小結石群では1ヵ月

以内に68．1，％が自然排出きれている．前川らの

報告ではTTFD注を投与した小結石田では1
カ月以内に79．4％が結石を排出したことを認め

ている．

 これらの成績からTTFDが臨床的に「自然
排出可能な結石の排出を促進すること」 「その

排出までの期間を短縮すること」を期待しうる

のではないかと考えられ既に斎服医家により臨

床上に試用されている1・2・5・9一“14｝．

 今回，昭和41年4月の泌尿器科TTFD研究
会における提案に基づいて，全国主要病院の専

門医家により，一定の観察基準により，臨床的

に応用した調査成績を集計し検討を加えたので

以下に報告する．

       調 査 方 法

 一i定の調査用紙（図1）を下記の全国主要病院（52

施設）に配布して，該当する成績を記入し，これを集

〔弄艮一腎者 所属 ）／ CNo． ）

．｛、者名
｛生 別   男   ・女

年 帝 （   才）
体霞 kg

初回自覚症状

結石確認

年   月   目

年   月   H

既往歴 （患側の結石の既往）

有（1回，2回，3回以上）、 無

その処置，自然俳石，手術的

X一線所見（耀雛鯵題響奪盒訂薔翫。下さい一）

X■線撮影．条件 （撮影時．下図に示す距離を測定して下さい．）

Focusの大きさ

A

B （面撮影前）

B’（側面撮影）

c

管理 写＝ユー，，塵一一¶暫r一

     ノコマ りリリリ ロ ロ 
c皿 @盤台 li一…一一一

cm     髪’

cm
          ．フイルム面
結石の大きさは正確に計測して下さい。 （第1回撮影時）

i一”Lh．．一

1壷
 二1：c

結石の大きさ＿x ＿    ×＿＿mm

三石まtは副出した結石の性状

   結石の大ぎさ＿x＿x   一一mn1
   組   成

   形   丁

合  併  症 ： 水 腎 症疋無， 有 （軽， 中， 高）〕

 尿管炎または尿管浮腫〔無，  有〕

 尿威染〔無，  有 （種類 ））

併用薬剤 鎮痙剤 無， 有〔名称

 その他の薬剤 （

（1回  mg  回）⊃

    ）

調責処置条件  ¢アリナミンF藝O注投与  ②アリナミンF50筑投与

    」｛’水利尿処置宰  ④40％ナドウ置注拠f｝  ⑤自然観察

       GヒL＊水刊駅処置とば＝日暖fIセ約2，iOO口L1になるように水を摂取させる，）

投与薬剤ア1）ナミγF5D注またはアリナミンF50鑓投与方決

No． 投与月 H 投   与   」1｝＝ No． 投与月 面 投   与   r11：

i ノ1   ［1
霞…     日1葛     II」1「．「．」       m9      回

16 月   日
1i」     mg     II11
ﾑ      m・    ［1≡1

2 月   1］ 注     mg    回
?     mπ     1己i」

】7 月   Li
1｛＝     1τ唱     回

?    nlg    rrr［

3 月   巳
注     m箪     ［割島     mg     囮

／s 月   日
f‘L     n1等     日［融      r11医    ［＝・1

4 月   日
し’ @     mg      I田
?     m9     同

19‘ 月   日
注      mg     同
?     1ug     ILI1

5 月    日 注     mg     回
@      mg     I口1

20 月   日
r配      mg     lr11二門      m      ［」11

6 月    日 注      mg     則
?    m9    匡｝1

21 月   日
注      m呂     同馬西     m      Iq1

7 月   目
言．＝     m9     同
?     n略     回

：22 月   日 注     mg     回
?     m唇    1叫

8 月   日 注      mg     回
@      mg     「明

23 月   口
注      mg     r「】

?     m医    1・1

9 月   日        mg      旦
?    m5    同

Q4 月   日
注     n1箪     匡II
]      mg     I巨1

ID 月    日        mg     回
?     m     回

…25 月   1ゴ
1」      mg     回
ﾚ      肌巳     圏

11 月   口
注     mg    ．同い      田      回

126 月   目 注      mg     回
?     m霧     L巨1

12 月    日
      mg      ．口雨     mg     回

27 月   日
．注      m9     μ．建     mg     l目1

13 月    日
注     mg     回．謳      m      回．

128 月   日
ピE      m9     回
?     mg     I・II

14 月   日
注      mg     n
ｩ      mg     回

‘29 月   目．
崔     m呂     「「
?     mg     回

15 月   日
～．     mg     ［口■←     m      動

130
月   口

注      m9     ［F．“「      n］・     1〔ll

使用日．数    日，総使用量    mg

効  果    自然排出

   膀胱内落下

   尿管内下降（

   不動停滞
   処   罎（

cm）

）

効果判定日 月   日

初回痛痛．自覚日より  日工

結石確認日より   ．日目

備  考

図1 調査 用 紙
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結石都位の区別         の各要因が「結石の排出までの期間（初寒痛よりと結

                  石確認よりに区分して」）からみて意味がある要因か

                  どうかを要因分析により解析する．

＄ 轟。．
一

中蔀1

骨鐙骨部尿9

計した。

）］c（

図 2

下蔀
骨盤月三部尿管

 調査研究のテーマとしては，次の①②の2点を主目

的とした．

①・TTFD注， TTFD錠の投与と対照（TTFD準準
  与）

 ・性別

 ・結石の部位（上＝腹部尿管，中＝骨盤骨部尿管，

  下＝＝骨盤腔部尿管）（図2参照）

●難穣≦釜6謙｛機窒温b毛盆鋼

 ② TTFDの投与が対照（TTFD非投与）に比し

結石の自然排出を促進しているかどうかを検討する

（自然排出の出現数と排出までの期間の累積排出率に

よって確かめる）．、

 ③ なおこのほかに，腎石症例のものは別にとり出

してまとめ，水腎症の有無についても集計した．ま

た，併用薬剤に関しても調査し，TTFD注，錠投与

のものについてはその投与量，投与期間を調べた．

調査研究に協力した施設病院名

北海道大学病院

弘前大学〃

東北大学〃
東京医科歯科大〃

三   楽〃

都拉広尾〃

新潟大学〃

国立名古屋〃

岐阜大学〃

大阪大学〃

国立大阪〃

表1 臨床実験症例数について

      全症例数 659

斗南病院
岩手医大〃

福島労災〃

慈恵医大〃

日大駿河台〃

都南総合〃

県立癌センタ
ー新潟 〃

名古屋第一日
赤〃
富山県立中央〃

大阪医大〃

大阪労災〃

札幌医大病院

岩手県立中央〃

千葉大学〃

東京大学〃

日大板橋〃

横浜市大〃

名古屋大学〃

社保中京〃

金沢大学〃
大阪市立大〃

東大阪市立中央
“

TTFD注使用   症例数 325
TTFD錠使用    症例数 238
対照（TTFD非使用）症例数 96

｛讃

結

石

排

出

TTFD注使用

TTED錠使用
対     照
（TTFD非使用）

6
9

6
9

6
？

～19才 ～29才 ～39才

8

6

3

9

0
0

48
18

28
12

18

5

54
9

45
5

22
3

一49才1一・9才一69才1・・才一

39
9

35
4

9
0

23
4

15

2

3

0

1

0

0

0

0
0

計1舗

結

石

非

排

出

178
47

127
33

54
10

225

160

64

計 26 129 138 96 47 12 1 449 449

TTFD注使用

TTFD錠使用
対     照
（TTFD非使用）

6
9

6
9

6
9

25
10

20
6

6
5

24
5

ユ8

6

7

1

14
3

3
3

7

1

6

0

12
1

1

1

o
o

o
l

o
o

76
24

58
20

24
8

100

78

32

計 12 72 61 31 21 12 ’1 21o 210

合    計

6♀ 16

Q2
145
T6

170
Q9

107

Q0
60
@8

18

U

11 517
P42

言十      38     201     王99     127      68      24      2 659
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神戸大学病院  神鋼病院
西宮市立中央〃  京都大学〃

高知県立中央〃  香川県立中央〃

県立柳川〃  大牟田市立〃

熊本中央〃  済生会八幡〃

久留米大〃  鹿児島大学〃

       調査成績の解析

ユ）症例数について

国立姫路病院

京都府立医大〃

広島大学〃
福岡県立朝倉〃

八代総合〃

 表1に示すように，全症例数は659，その中，男子

517例，女子142例で，その年令分布はほぼ同じ形を示

している．また，TTFD注使用は325， TTFD錠使

用は238，対照（TTFD非使用）は96であった．

 2）腎石について

 上記症例数以外に腎石についての報告があった29例

をまとめて表2に示した．これはいずれもTTFD注

または錠を使用しており，この中5例に結石排出をみ

                    915

た．

 3）水腎症について

 集められた報告の中で水腎症の記載のあったものを

表3に示したが，これによれば，全例330の中，高度

のもの23，中等度のもの139，軽度のもの168であっ

た．

 4）併用薬剤について

 表4には併用薬剤を示しているが，テルペン製剤，

循環系ホルモン剤の使用例は全部で149となってお

り，これは全症例の約31％にあたる．また鎮痛剤は全

症例の90％以上に用いられ，鎮痛，鎮痙以外の薬物も

100例（全体の約23％）に投与されている，

 5）結石排出についての要因分析

 結石排出の要因としては，すでに記述された多くの

文献にも明らかなものとして，結石の大きさ，結石の

部位が挙げられている．今回の調査もこの点を中心に

                   表2 腎石について

   （雫石は今回の解析からは除外したが報告には下記のとおり29症例があった．）

1．結石自然排出したもの 5例

使 用 薬 剤 性 年令 石の大きさ 排出までの日数 1日投与量×投与日数

TTFD注使用
   1！

   ll

   ！！

40

16

2工

25

TTFD錠使用 6 46

bb

bc

cc

bc

bc

7カ月

 65日

10ヵ月

 41日

100mg×23日

 100×14

 100× 9

 100×12

34日 150mg×35 H

2．尿管に下降したもの 3例

使用薬剤

TTFD注使用

   ！！

性年租石の大きさ 3．2TTFD錠使用

6

9

24

45

TTFD鍛刷・ 36

bb

bb

性

bb

3，不動のもの 21例

 3．1TTFD注使用

性 険虻 田の大ぎさ
6

6

s

6

6

6

9

48

36

41

24

38

58

20

bc

aa

ab

bb

bc

aa

bb

年  令

6

6

6

s

6

6

6

6

6

6

6

6

9

9

49

26

52

28

65

45

25

25

30

21

28

30

48

22

石の大きさ
bb

ab

aa

ab

aa

ab

cc

bb

cc

bc

bc

bb

ab

ac
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           表3、水腎症について

     （症例中記載のあったものについて水腎症の程度）

pt［，，， 11i
結

石

排

出

結

石

非

排

出

TTFD注使用

TTFD錠使用
対      照
くTTFD非使用）

s
9

6
9

8
9

計

TTFD注使用

TTFD錠使用
料      照
（TTFD非使用）

s

9

6

9

8

9

計

合 計

6
9

計

3

3

2
0

0
0

8

15

14

9

39
6

20
5

7

1

78

23
7

16
7

6

2

61

111

28

23 ！39

42
11

2ア

12

15

2

109

22
8

17

4

6
2

59

129
39

84
20

49
17

22
3

！95

49
17

37
12

13

7

135

254
76

168 330

表4 併用薬剤について（症例中記載のあるものについて）

結

石

排

出

TTFD．注使用

TTFD錠使用
対      照
（TTFD非使用）

性

結

石

非

排

出

s
9

6
9

s
9

計

TTFD注使用

TTFD錠使用
対      照
（TTFD非使用）

8
9

6
9

s
9

テルペン製剤使用

38
11

18

2

21
3

93

1fi

o

5

2

4

2

循環系ホルモン使用

o
o

10

4

0
0

14

o

o

6

2

0
0

計 34・ 8

計

？？］ 49 （・21．7％）

2g］ 34 （21．2％）

2S］ 24 （37．s％）

107

1：］ 21 （21．o％）

11．］ ls （lg．2％）

Sl 6 （i8． 7％）

42

。（）内の比率は併用薬剤使用率を示す．

。鎮痛剤は全症例の90％以上に用いられ，その剤名はつぎのとおりである．

 レジタン，ブスコパン，バルボリン，オピスタソ，ポンタール，ベソチル，カマロン，アバピラ，
 スパリンA．
。鎮痛，鎮痙剤以外の薬剤で使用されているものはつぎのものである．

 ワゴスチグミン                 4例
抗生物質（プリスタチソ，パラキシン，クロマイ，カナマイ，シグママイシン，ホスタサイクリ
     ン，セポラン，クロタオン）        13例
 利尿剤（ラシックスなど）             26例
サルファ剤（ウロサイダルなど）          8例
 輸液（マンニットールなど）              28例

尿路感染治療剤              1剤
 ビタミンB2                     7例

 ヘクサニシット                9例
 アシドールペプシソ                2例
 アグルシソ                   1例
 ノイチーム                  1例
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 表5 結石排出日数（初回瘤痛より排出までの日数）について

917

TTFD剤型
別と対照

性 別

結石部位

結石の大きさ

a｝ilOmm
10＞bl一｝rsrnm

srnm＞c

注

錠

対

射  剤

  剤
  照

40

24

11

53

23

12

30

31

10

61

39

12

17

21

7

24

22

12

225

160

64

計 （75） （88） （71） （112） （45） （58） （449）

6

9

67

8

71

17

51

20

92

20

39

6

39

19

359

90

計 （75） （88）
（71） ！ （112）

（45） （58）

上（腹部尿管）
中（骨盤骨部尿管）

下（骨盤腔部尿管）

13

17

45

19

23

46

20

15

36

31

22

59

16

5

24

28

4

26

127

86

236

計 （75） （88） （71） （1王2） （45） （58） （449）

a＞〈a

axb
axc
bxb
bxc
cxc

2

2

2

6

24

39

計 （75）

4

4

3

11

30

36

（88）

10

1

2

10

3！

17

（71）

6

9

3

23

40

31

（112）

2

1

王

11

21

9

（45）

Jr

3

4

14

19

13

（58）

29

20

15

75

165

145

（449）

表6 結石排出日数（結石確認より排出までの日数）について

～10日  一」．20日  ～30日  ～2ヵ月 ～3カ，目 ・胡■計

TTFD剤型
別と対照

注

錠

対

射  剤

  剤
  照

76

50

16

54

37

14

31

20

9

41

35

8

12

7

9

II

11

8

225

160

64

計
1 （142） 1 （105）

（60） （84） （28） （30） （449）

性 別

結石部位

結石の大きさ

al）10mm
10＞b）．5mm
smm＞c

6

9

119

23

81

24

45

15

67

17

25

3

22

8

359

90

計 （142） （105） （60） （84） （28） （30） （449）

上（腹部尿管）
中（骨盤骨部尿管）

下（骨盤腔部尿管）

20

34

88

20

15

70

24

14

22

33

17

34

玉0

5

13

20

1

9

！27

86

236

計 （142） （105） （60） （84） （28） （30） （449）

a．×a

axb
axc
bxb
bxc
cxc

4

8

6

18

38

68

4

3

4

15

45

34

13

2

2

7

19

17

計 （142） （105） （60）

3

4

0

18

40

19

（84）

1

2

1

11

10

3

（28）

4

1

2

6

13

4

29

20

ユ5

75

165

145

（30） （449）
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表7 結石非排出の場合における結石の下降，停滞について

TTFD剤
型別と
対  照

注

錠

対

射  剤

   剤

   照

蹴内落下熊内下劇不動儲

11 〈2＞

6〈2＞
3

41 〈11＞

32 〈 5＞

3〈1＞

48 〈20＞

40 〈13＞

26 〈 7＞

計

性  別

結石部位

結石の大
き  さ
a）
 10mm
エ0＞b；≧

 5面h
srnm＞c

100 〈33＞

78 〈20＞

32 〈 8＞

（備考）

手術術式区分

Lgg2rS4一＞1（7g）1－slzl？〈ki7＞IS／lrl．2Lf｛gii4）〈40＞1．Ei’lg？一fio）f2，〉

区 分

計

s

9

19 〈 4＞

1

57 〈11＞

19 〈 6＞

82 〈27＞

32 〈13＞

158 〈42＞

52 〈19＞

計 （20） ＜ 4＞ （ア6） ＜17＞（114） ＜40＞（210） ＜61》

上（腹部尿管）
中（骨盤骨部尿管）

下（骨盤薗部尿管）

5 〈1＞

6〈1＞
9 〈2＞

49 〈 9＞

14 〈 5＞

13 〈 3＞

55 〈10＞

26 〈 8＞

33 〈22＞

109 〈20＞

46 〈14＞

ors 〈27＞

（20） 〈 4．＞1 （76） 〈t／7＞1（114） 〈40＞［（210） 〈61＞

尿管切石術

砕  石  術

膀胱鏡的手技

膀胱切石術
ループカテー
テル術

計
計

9〈3＞
27 〈11＞

8〈3＞
33 〈15＞

25 〈 6＞

12 〈 2＞

膀落
胱
内下

2

2

4

尿下
管
内降

12

3

2

17

不停

動滞

34

4

ユ

1

40

axa
axb
axc
bxb
bxc
cxc
計

1

3

2

4

8

2

〈 i＞

〈 3＞

1

15 〈 4＞

4 〈3＞
26 〈 4＞

27 〈 6＞

3

（・・）〈・＞1（76）＜1フ》 （114） 〈40＞

11 〈3＞

45 〈16＞

14 〈 6＞

63 〈19＞

60 〈15＞

17 〈 2＞

検討を加え，さらにこの2つの要因の外に，性別と，

薬剤投与，非投与の2つの要因を加え，いわゆる推計

学的に要因分析を行なった．その原表となるデータは

表5，表6，表7に示してある．

 要因分析の結果は表8にあるとおりで，初劇痛より

結石排出までの日数，および結石確認より結石排出ま

での日数についての解析結果では，いずれも，薬剤投

与と対照（非投与），性別，結石部位，結石の大きさ

の4つの要因がいずれも高度に有意であることになっ

た．一方，結石の排出しない場合においても，その膀

胱内落下，尿管下下降，不動停滞について解析した結

（210） 〈61＞
      注 〈〉内は手術数

結石確認より結石排出までの日数について  n＝449

要 因 Xo2 ¢ V Fo

誤

A
B
C

D
差

 91

／64

106

336

／514

6

3

6

15

3ss 1

15．16

54．66

1Z66

22．40

3．90

3． 86＊＊＊

［14．01＊＊＊

4．52＊＊＊

5．71＊＊＊

結石の移動（膀胱内落下，尿管内下降，不動停滞）に

ついて                 n＝：210

要 因 Zo2 ip Fo

表8 薬剤投与と対照（A），性別（B），結石部位
   （C），結石の大きさ（D）についての要因分析

    上記4つの要因を結石の排出までの口数およ

   び結石の移動について分散分析を行なった結果

初油痛より結石排出までの日数について   n＝449 誤

A
B
C

D
差

45

46

46

！ユ0

760

 6

 3

 6

15

388

要 因 Xo2 ¢

7．50

15．33

7．66

7．33

2．20＊

4，50＊＊＊

2．25＊

2．15＊

Fo

誤

A
B
C

D
差

 99

164

 94

31Jr

1464

 6

 3

 6

15

388

16．50

54．66

15．66

21．00

3．77

4，11＊＊＊

14．49＊＊＊

4．15＊＊＊

5．56＊＊＊

注  F60e（0．05）；2．10  F600（0．01）二2．80

  F6．．（o．oos）＝＝：3．og F3．．（o．os）＝2．60

  F3．．（O．Ol）＝＝3．78 F3．．（O．005）＝＝4．28

  Fi5．（O．05）＝1．67 Fi5．（OIOI）＝2．04

  Fi5．（O． 005） ＝2． 19

  ＊ ：p＝O．05 で有意
  ＊＊＊：p ＝O．OOIで有意
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果，性別では高度に，他の3つの要因でも有意を示し

た．これを要するに，とりあげた4つの要因は，いず

れも結石排出に大きく影響していることが明らかにな

ったわけである．

 そこでTTFDの効果を判定するとすれぽTTFD
を使用したことだけでは不充分であって，他の要因と

の組み合せで判断しなけれぽならないことになる．こ

の組み合せを計算すると全部で72となる，この72の組

み合せのおのおのの場合について，TTFD使用と対

照の症例をあてはめると，対照例のない組み合せが

18，わずか1症例しかない組み合せが28もあり，その

他2～3症例の組み合せも8を算え，したがって，72

の組み合せの大半が比較して解析し難い状態であるの

で，特に，「薬剤と結石部位」および「薬剤と結石の

大きさ」について解析をこころみた．その結果は次の

通りである．

 A 「薬剤と結石部位」

 （1）初癒痛より結石排出までの日数について

 表9の結石排出症例数の比較をz2検定（出現数の

検定）で求めた結果，右意の差を示すものは，1ヵ月

919

以内の場合には，

 下部の注射剤と対照：Xo2＝3．34（P・＝O．10で有意）

2カ月以内の場合には，

 下部の注射剤と対照：Xe2＝6．05（P ＝O．025で有意）

をみとめ，いずれもTTFD注射剤の使用は対照
（TTFD非使用）にくらべて，結石排出を促進し，同

一時期の排出症例が多いことを認めた、

 （2）結石確認より結石排出までの日数について

 表9の結石排出症例数の比較をZ2検定（出現数の

検定）で求めた結果，有意の差を示すものは，1カ月

以内の場合には，

 中部の注射剤と対照＝Zo2＝3．40（P＝0．10で有意）

2カ月以内の場合には，

   表lo薬剤と結石の大きさについて

（結石の大きさla≧10mm 10＜b≧5mm 5mm＞c）

10．1初痛痛より結石排出までの日数

    表9 薬剤と結石部位について

9．1 初緬痛より結石排出までの日数

奮劉薬組題糊籔鷺書具顯一計

a） a
ac ＞b

axc

剰使縢剤㍑羅賑排脱是糊劉計
b＞ b

上

部

注射剤
錠  剤

対  照

注射剤
錠  剤

対  照

20

22

10

42

29

12

64

47

16

b Kx c

注射剤

錠 剤

対 照

中

部

下

部

注射剤
錠  下

階  照

16

6

8

22

10

10

27

14

工5

注射翻

錠 剤

対劉

12

10

4

29

14

7

注射剤

錠 剤

32

13

10

71

43

13

44

20

13

98

68

20

47

22

17
cxc

1対 照
注射剤

錠 剤

対 照

47

27

9

69

40

14

50

30

9

68

43

！1

4工

23

11

79

59

21

76

52

13

1！4

91

31

9．2 結石確認より結石排出までの日数

10．2 結石確認より結石排出までの日数

蓼野薬縄書二三籔排詫羅議彩ト

綱二二剤虻羅議鴨巴曼顯劉計

axa
axb
axc

上

部

中

部

下

部

注射剤
錠  剤

対  照

注射剤
錠  山

流  照

35

25

4

52

38

7

36

16

11

注射剤
錠  融

融 煕

90

66

24

46

2！

13

104

83

27

64

47

16

bxb

47

22

17

114

91

21

bxc

cxc

嚢乗懸

    

対照

19

工0

12

22

12

12

注射剤

錠 剤

対 照

注射醒

酔 剤

対 照

注射剤

錠 剤

対 照

20

14

5

51

37

10

31

17

7

70

53

14

66

39

12

76

49

12

計

2フ

14

15

41

23

11

79

59

21

76

52

13
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 上部の注射剤と対照：Xo2＝7．77（p＝0．01で有意）

錠剤と対照：X。2 ＝ 6．33（P・＝O．025。で有意）．

 中部の注射剤と対照：X。2＝5．16（p＝0．025で有意）

をみとめ，いずれもTTFD注射剤または錠剤を使用

した方が対照（TTFD非使用）にくらべて，結石排

出を促進し，同一時期における排出症例が多いことを

明らかにした．

 B 「薬剤と結石の大きさ」

 （1）初癌痛より結石排出までの日数について

 表10の排出症例数について薬剤相互の比較をX2検

定（出現数の検定）で解析した結果，2ヵ月以内に排

出した場合のb×cの大きさの石における．注射剤と

対照の間にX。2・．32．71⑫＝0．005で有意）を示し，

TTFD注使用群は対照（TTF非使用）にくらべ，非

常に有効なことが確かめられた．

 （2）結石確認より結石排出までの日数について

 表10の排出症例数について薬剤相互の比較をX2検

定（出現数の検定）で検定すると，2カ月以内に排出

した場合には，b×cの大きさの石における注射剤と

対照の間にX。2＝4．42（P＝0．05にて有意），錠剤と対

照の間にxo＝4．43（P＝0．05にて有意）を示し， TTFD

注または錠の使用は，対照（TTFD非使用）にくら

           表11TTFDの投与量と投与期間について
表中 部位の上は腹部尿管，中は骨盤骨部尿管，下は骨盤三部尿管を示し，結石の大きさはa≧10mm，

   10＞b≧5mm，5mm＞cを示す．

部位

上

中

下

石の大きさ

axa
a＞ b

axc
bXb
bxc
cxc

axa
axb
axc
bxb
bxc
cxc

axa
axb
axc
bxb
bxc
cxc

6

例数 1人当総量mg

6

2

7

20

10

1

2

6

16

15

2

12

5

10

28

36

2，900

3，450

1，300

1，800

 sJro

1，000

1，350

工，900

 950

 600

王，000

 soro

 350

1，500

！，100

1，000

9

例 数

4

4

3

4・

4

3

2

1

5

7

8

1人当総量mg

 600

7，300

600

550

300

工，OOO

I，200

 200

1，450

5，400

 350

4，300

1，450

計

例 数

1

7

2

11

24

13

1

2

10

20

18

2

14

6

15

35

44

1人当平均総量mg

 600

3，380

3， 4 or 0

1，040

2，450

 760

1，000

1，350

1，540

2，000

 530

1，000

 930

1，190

1，110

1，740

1，080

1人当平均総量 1，！90 1，580 1，270

一t1［
225

日

投

与

量

rng

50

75

100

150

200

250

300

例数 1人当投与日数

9

例蜘 1．人当投与日数

48

92

4

27

7

12

6

6

10

5

14，

2t／

6

3

9

11

10

33

謎

例 数

62

116

 4

33

10

1人当平均投与日数

11

7

6

10

13

1人当平均投与日数1 8 11 o

計 178 47 225
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部位

上

中

下

石の大きさ

axa
axb
axc
bxb
bxc
cxc

axa
aXb
axc
bxb
bxc
cxc

axa
axb
axc
bxb
bxc
cxc

6

例数1・人当縫m・

1

2

2

8

9

9

1

1

2

8

4

1

4

Jr

10

29

31

3，000

2，100

1，700

6，500

7，000

4，工OO

5， 700

3，150

3，000

2，600

2，500

2，000

1， g or 0

3， s Jr 0

4，500

5，900

2，600

9

例 数  1人当総量mg

1

1

4

4

5

1

1

王

3

6

8，700

1，200

7，300

1，800

3，550

13，500

61

2，100

1，500

4，700

1，650

3，200

計

例 数

1

3

2

9

13

13

王

1

2

13

5

2

4

6

13

35

37

1人当平均総量mg

3，000

9，900

1，700

5，900

7，090

3，380

5，700’

3，150

3，000

2，960，

4，フOO

2，050

工，950

3，820

4，540

5，！70

2，690

1人当平均総量 3，950 3，760 3，870

計 127 33 ／60

日

投

与

量

皿9

50

75

100

150

200

250

300

6

   1
例 数1 ！人当投与日数

17 i

12

59

9

  f

30 ［

18

1！

30

20

22

9

例 数  ！人当投与日数

計

例 数  1人当投与日数

1

5

2

2／

1

3

35

12

7

27

6

34

1

22

14

80

10

33

35

！3

19

29

18

23

計 12沼 23 33 23 160 23

（注）投与量は1位の値を，日数は小数点以下の値を四捨五入してある．

べ，結石排出を促進さすのに有効であることがみとめ

られた，

 なおまた，先に取り上げた4つの要因別に，初緬痛

より結石排出までの日数および，結石確認より結石排

出までの日数を～10日，～20日，～30日，～2ヵ月，

～3ヵ月の時点での累積排出率を計算し，図で示した

ものが図3～．図6である．

 図3では，TTFD注射剤使用が結石排出を早めて

いることがうかがわれる．TTFD錠剤は，結石確認

より排出までのグラフでは，対照より排出率が高い

が，初価痛よりみると，対照に比して差がないようで

ある．

 図4では初疵痛より結石排出までの日数では男子の

方が女子より排出率が高い．しかし結石確認からみれ

ば，一両性間に差はほとんどみられない．

 図5の結石部位については，初油痛よりみるとき，

下部（骨盤一部尿管）よりも，中部（骨盤下部尿管）

の方の排出率がよく，結石確認よりみると，その排出

率は中部，下部とも差がないようである．また上部は

予想のごとく排出率は低い．

 図6の結石の大きさによる累積排出率の比較では，

結石の性質や形態などの影響もあって，小さなもの必

ずしも排出しやすいとはいえないが，c×cの大きさ

のものは，初痴痛からみても，結石確認からみても，
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その累積排出率は各時点で最高を示している．

 なお，2つの要因を組み合せた， 「薬剤と部位」

「薬剤と結石の大きさ」の場合の薬剤についての累積

排出率は図7に示した．

 薬剤と結石部位に関しては，初癌痛よりみたとき，

x

    ヨヨ  
87，7」・・’9tV

／859

         、。日ト湘ト叢「一

 結石確認より排出までの日数についての

    排出症例率（％）

出（性別）

薬剤使用と対照に，差はみとめがたいが，結石確認か

らみるときは，対照（TTFD非使用）にくらべて，

注射剤・錠剤使用群の排出率は高く，薬剤の有効性を

示している．

 「薬剤と結石の大きさ」について結石排出までの日
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数の累積率は図8にみられるように，TTFD注使用

は対照にくらべて，高率を示し，TTFD錠使用も対

照に比し，排出率がよいようである．■

まとめとむすび

1．全国主要52病院泌尿器科における尿管結

石659例について，TTFDの結石排出に対する
影響を推計学的に観察した．

 2．薬剤投与と非投与，性別，．結石部位およ

び結石の大きさの4要因を，結石の排出までに

要した日数および結石の移動について分散分析

を行なった結果，4要因いずれも高度に有意で
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あった．

 3．初癌痛より結石排出までの日数について

z2検定を行なったところ，結石の部位別からみ

ると，下部のものにおいてTTFD注射群が対

照群に比べて有意の差で排出が促進されたこと

を認めた．

 4．結石確認より排出までの日数について，

上と同様にx2検定を行なったところ，1ヵ月以

内では中部結石，2ヵ月以内では上，中部の結

石において，TTFD注射群は非投与群に比べて

有意の差で排出が促進された．

 5．二二痛より結石排出までの日数について

z2検定を行なった所，2ヵ月以内に排出した場
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 6．結石確認より排出までの日時について上

記と向様に検討した所，TTFD注射群のみなら

ずTTFD値投与群においても対照群に比べて

有意で促進させる結果をえた．

 7，排出までの日数を追って累積排出率を算

出すると，TTFD注射群が特に排出を促進させ

ているのを知った．

 また初病痛よりの日数からみると，男子の方

が女子より排出率は高かった．

 結石の部位では，中部のものの排出率がよか
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つた．

 結石の大きさによる累積排出率では，小結石

が最：高であった．

 8．以上の解析結果より，推計学的な検定に

おいて，TTFD使用は対照（TTFD非使用）

にくらべて，結石の排出を促進していることが

確かめられ，ことにTTFD注の効果が大きか

った．
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